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重症熱性血小板減少症候群(SFTS)の相談体制について 

 

 重症熱性血小板減少症候群(SFTS)については、国立研究開発法人日本医療研

究開発機構（AMED）の「重症熱性血小板減少症候群（SFTS）に対する診断・

治療・予防法の開発及びヒトへの感染リスクの解明等に関する研究」（研究代表

者：西條政幸）において、抗ウイルス薬であるファビピラビルの安全性及び有

効性に関する研究が行われたところです（資料）。 

また、別添のとおり、医療機関等から SFTS に関する診療の相談が可能な医

療機関がとりまとめられたところです。SFTS は治療法がまだ確立しておらず、

早期診断及び早期対応が重要であるため、診療経験のある当該医療機関への迅

速な相談をお願いいたします。 

 

 つきましては関係機関への周知等を含め、特段の御協力をお願いいたします。 

 


